
尾辻会長を先頭に参拝する議連メンバー（４月23日）

遺骨収容現場を視察する安倍総理（４月14日：硫黄島）
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靖
國
神
社
に
参
拝
す
る
国
会
議
員
の
会

最
多
の
二
百
三
十
一
人
が
参
拝

　

超
党
派
の
国
会
議
員
で
つ

く
る
「
み
ん
な
で
靖
國
神
社

に
参
拝
す
る
国
会
議
員
の
会

（
会
長
・
尾
辻
秀
久
参
議
院

議
員
／
日
本
遺
族
会
会
長
）」

の
衆
参
両
院
国
会
議
員
二
百

三
十
一
人
が
、
靖
國
神
社
春

季
例
大
祭
期
間
中
の
四
月
二

十
三
日
午
前
八
時
に
参
拝

し
、
社
に
眠
る
英
霊
に
感
謝

の
誠
を
捧
げ
た
。
高
市
早
苗

自
民
党
政
調
会
長
を
は
じ

め
、
衛
藤
晟
一
総
理
大
臣
補

佐
官
を
含
む
副
大
臣
八
名
、

大
臣
政
務
官
六
名
も
そ
ろ
っ

て
参
拝
し
た
。
同
議
連
に
よ

る
と
平
成
九
年
の
春
季
例
大

祭
の
百
五
十
二
人
を
上
回

り
、最
多
の
参
拝
と
な
っ
た
。

　

第
二
次
安
倍
内
閣
の
閣
僚

で
は
、
四
月
二
十
日
に
新
藤

義
孝
総
務
大
臣
、
同
二
十
一

日
に
は
麻
生
太
郎
副
総
理
兼

財
務
大
臣
、
古
屋
圭
司
国
家

公
安
委
員
長
、
加
藤
勝
信
官

房
副
長
官
が
別
途
参
拝
し
て

い
る
。
安
倍
晋
三
総
理
、
伊

吹
文
明
衆
議
院
議
長
、
田
村

憲
久
厚
生
労
働
大
臣
は
真
榊

を
奉
納
し
た
。

　

尾
辻
議
連
会
長
は
参
拝
後

の
記
者
会
見
で
、
閣
僚
な
ど

の
参
拝
に
中
国
、
韓
国
が
反

発
し
て
い
る
こ
と
に
、「
国
の

た
め
に
殉
じ
た
英
霊
を
祀
る

こ
と
は
、
ど
の
国
で
も
行
わ

れ
て
い
る
自
然
な
行
為
で
、

反
発
す
る
こ
と
自
体
理
解
で

き
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

安
倍
総
理
は
、
二
十
四
日

に
行
わ
れ
た
衆
議
院
予
算
委

員
会
で
民
主
党
議
員
か
ら
の

質
問
に
対
し
、「
国
の
た
め
に

尊
い
命
を
落
と
し
た
英
霊
に

尊
崇
の
念
を
表
す
る
の
は
当

た
り
前
だ
。
わ
が
閣
僚
は
ど

ん
な
脅
か
し
に
も
屈
し
な

い
。
そ
の
自
由
は
確
保
し
て

い
る
。
当
然
だ
」
と
述
べ
、

更
に
「
英
霊
の
冥
福
を
祈
る

こ
と
へ
の
批
判
に
痛
痒
（
つ

う
よ
う
）
を
感
じ
ず
、
批
判

さ
れ
て『
そ
れ
は
お
か
し
い
』

と
思
う
方
が
お
か
し
い
」
と

反
論
。「
あ
く
ま
で
国
益
を
守

る
。
私
た
ち
の
歴
史
や
伝
統

の
上
に
立
っ
て
私
た
ち
の
誇

り
を
守
っ
て
い
く
こ
と
も
私

の
仕
事
だ
」
と
も
述
べ
た
。

　

な
お
、
稲
田
朋
美
行
政
改

革
担
当
相
は
「
主
権
回
復
の

日
」で
あ
る
四
月
二
十
八
日
、

自
民
党
の
同
期
で
つ
く
る
議

連
メ
ン
バ
ー
と
共
に
靖
國
神

社
に
参
拝
し
、
安
倍
内
閣
で

参
拝
し
た
閣
僚
は
四
人
と
な

っ
た
。

　

靖
國
神
社
に
参
拝
さ
れ
た

衆
参
両
院
議
員
名
は
二
頁
に

掲
載
。

靖 國 神 社
春季例大祭

　

こ
の
た
び
「
戦
没
者
遺
骨

帰
還
に
関
す
る
特
命
委
員

会
」
が
自
由
民
主
党
の
政
務

調
査
会
内
に
設
置
さ
れ
、
委

員
長
に
水
落
敏
栄
参
議
院
議

員
（
日
本
遺
族
会
顧
問
）
が

就
任
し
た
。

　

こ
の
特
命
委
員
会
は
、
先

の
大
戦
で
戦
没
し
た
約
二
百

四
十
万
人
の
日
本
軍
将
兵
の

内
、
未
だ
百
十
三
万
柱
に
及

ぶ
ご
遺
骨
が
祖
国
に
帰
還
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
安
倍

晋
三
総
理
（
自
由
民
主
党
総

裁
）
が
「
こ
の
状
況
を
打
開

す
る
た
め
の
方
途
を
検
討
し

て
ほ
し
い
」
と
水
落
議
員
へ

要
請
し
、
自
由
民
主
党
内
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ご
遺
骨
の
早
期
帰
還
は
戦

没
者
遺
族
の
永
年
の
悲
願
で

あ
り
、
遺
骨
帰
還
事
業
が
更

に
加
速
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

特
命
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

◎
顧
問

　

逢
沢　

一
郎
（
岡
山
県
）

　

中
谷　
　

元
（
高
知
県
）

　

衛
藤　

晟
一
（
大
分
県
）

　

尾
辻　

秀
久（
鹿
児
島
県
）

　

橋
本　

聖
子
（
北
海
道
）

◎
委
員
長

　

水
落　

敏
栄
（
新
潟
県
）

◎
委
員
長
代
理 

　

今
津　
　

寛
（
北
海
道
）

　

山
谷
え
り
子
（
福
井
県
）

◎
副
委
員
長 

　

金
子　

恭
之
（
熊
本
県
）

　

上
川　

陽
子
（
静
岡
県
）

　

北
村　

誠
吾
（
長
崎
県
）

　

西
川　

京
子
（
福
岡
県
）

　

有
村　

治
子
（
滋
賀
県
）

◎
幹
事 

　

奥
野　

信
亮
（
奈
良
県
）

　

岸　
　

信
夫
（
山
口
県
／

　
　
　
　
　

外
交
部
会
長
）

　

土
屋　

正
忠
（
東
京
都
／

　
　
　
　
　

総
務
部
会
長
）

　

中
山　

泰
秀
（
大
阪
府
／

　
　
　
　
　

国
防
部
会
長
）

　

西
銘
恒
三
郎
（
沖
縄
県
）

　

佐
藤　

正
久
（
福
島
県
）

　

島
尻
安
伊
子
（
沖
縄
県
）

　

中
西　

祐
介
（
徳
島
県
）

　

福
岡　

資
麿
（
佐
賀
県
／

　
　
　

厚
生
労
働
部
会
長
）

　

野
村　

哲
郎（
鹿
児
島
県
）

◎
事
務
局
長 

　

字
都　

隆
史（
鹿
児
島
県
）

◎
事
務
局
次
長 

　

藤
丸　
　

敏
（
福
岡
県
）

戦没者遺骨帰還に関する
特 命 委 員 会 を 設 置

自由民主党政務調査会
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こ
の
た
び
、
厚
生
労
働
省

主
催
に
よ
る
平
成
二
十
五
年

度
慰
霊
巡
拝
の
事
業
概
要
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
地

域
の
ご
遺
族
で
参
加
希
望
の

方
は
岡
山
県
保
健
福
祉
課
援

護
班
（
電
話
〇
八
六
︲
二
二

六
︲
七
三
二
〇
／
直
通
）
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

▼
実
施
地
域
・
日
程
等 

　

事
業
概
要
表
の
と
お
り
。

厚
生
労
働
省

慰
霊
巡
拝
の
ご
案
内

（
申
込
締
切
日
が
経
過
し
た

地
域
は
省
略
） 

▼
参
加
資
格
・
費
用
等 

　

実
施
地
域
に
お
け
る
戦
没

者
遺
族
で
国
家
公
務
員
等
に

関
す
る
法
律
等
に
基
づ
き
算

出
さ
れ
た
旅
費
の
三
分
の
一

が
補
助
さ
れ
ま
す
。
参
加
資

格
・
経
費
概
算
額
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
県
援
護
班
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

実施地域 実施予定時期 実施期間 募集人員 申込締切

１ 沿海地方 ９月25日㈬〜10月２日㈬ ８日間 15名 ６月14日㈮

２ インドネシア
（１班、２班） 10月３日㈭〜10月11日㈮ ９日間 15名 ６月24日㈪

３ ビスマーク・
ソロモン諸島 10月19日㈯〜10月26日㈯ ８日間 20名 ７月１日㈪

４ 硫黄島（第２次） 11月12日㈫〜11月13日㈬ ２日間 100名 ８月２日㈮

５ 東部ニューギニア
（１班、２班） 11月９日㈯〜11月16日㈯ ８日間 30名 ８月２日㈮

６ ミャンマー
（１班、２班） １月24日㈮〜２月２日㈰ 10日間 15名 10月１日㈫

７ フィリピン
（１班、２班、３班）２月19日㈬〜２月28日㈮ 10日間 60名 10月18日㈮

８ 硫黄島（第３次） ２月25日㈫〜２月26日㈬ ２日間 100名 10月25日㈮

注）実施時期、期間等は、相手国の都合等により変更することがあります。

み
ん
な
で
靖
國
神
社
に

参
拝
す
る
国
会
議
員
の
会

　

靖
國
神
社
例
大
祭
期
間
中

の
四
月
二
十
三
日
、
超
党
派

で
参
拝
さ
れ
た
衆
参
国
会
議

員
は
次
の
と
お
り
。

（
党
派
別
・
敬
称
略
）

議
員
本
人
参
拝

▼
衆
議
院　

１
３
７
人

【
自
民
党
】
逢
沢
一
郎
、
青
山

周
平
、
秋
葉
賢
也
、
秋
元
司
、

穴
見
陽
一
、
安
藤
裕
、
池
田

佳
隆
、
石
川
昭
政
、
井
上
信

治
、
井
上
貴
博
、
井
林
辰
憲
、

今
津
寛
、
岩
田
和
親
、
衛
藤

征
士
郎
、
江
藤
拓
、
遠
藤
利

明
、
大
串
正
樹
、
大
塚
高
司
、

大
野
敬
太
郎
、
大
見
正
、 

奥

野
信
亮
、
小
倉
將
信
、
小
田

原
潔
、
鬼
木
誠
、
梶
山
弘
志
、

勝
沼
栄
明
、
加
藤
寛
治
、 

金

子
一
義
、
金
子
恵
美
、
金
子

恭
之
、
川
田
隆
、
管
野
さ
ち

こ
、
木
内
均
、
北
村
茂
男
、

北
村
誠
吾
、
木
原
誠
二
、
工

藤
彰
三
、
後
藤
田
正
純
、
小

林
茂
樹
、
小
松
裕
、
坂
本
剛

二
、
桜
井
宏
、
櫻
田
義
孝
、

佐
々
木
紀
、
佐
田
玄
一
郎
、

左
藤
章
、
白
石
徹
、
新
谷
正

義
、
鈴
木
淳
司
、
関
芳
弘
、

高
市
早
苗
、
髙
木
毅
、
高
鳥

修
一
、
武
井
俊
輔
、
竹
下
亘
、

武
部
新
、
武
村
展
英
、
田
中

英
之
、
田
中
良
生
、
田
野
瀬

太
道
、
田
畑
裕
明
、
津
島
淳
、

土
屋
品
子
、
土
屋
正
忠
、
土

井
亨
、
冨
樫
博
之
、
渡
嘉
敷

奈
緒
美
、
長
坂
康
正
、
中
谷

真
一
、
中
村
裕
之
、
中
山
泰

秀
、
西
川
京
子
、
根
本
幸
典
、

橋
本
岳
、
浜
田
靖
一
、
平
井

卓
也
、
平
沢
勝
栄
、
福
山
守
、

藤
丸
敏
、
船
橋
利
実
、
細
田

健
一
、
堀
井
学
、
堀
内
詔
子
、

松
本
洋
平
、
三
ツ
林
裕
己
、

御
法
川
信
英
、
宮
内
秀
樹
、

宮
川
典
子
、
宮
崎
謙
介
、
宮

澤
博
行
、
宮
路
和
明
、
宮
下

一
郎
、
務
台
俊
介
、
武
藤
容

治
、
森
山
裕
、
保
岡
興
治
、

簗
和
生
、
山
口
俊
一
、
山
口

泰
明
、
山
下
貴
司
、
山
田
賢

司
、
山
田
美
樹
、
山
本
公
一
、

山
本
有
二
、
吉
川
貴
盛
、
若

宮
健
嗣
、
渡
辺
博
道

【
民
主
党
】
寺
島
義
幸
、
中
根

康
浩

【
日
本
維
新
の
会
】
石
関
貴

史
、
井
上
英
孝
、
今
村
洋
史
、

岩
永
裕
貴
、
上
西
小
百
合
、

遠
藤
敬
、
河
野
正
美
、
坂
元

大
輔
、
新
原
秀
人
、
杉
田
水

脈
、
園
田
博
之
、
高
橋
み
ほ
、

田
沼
隆
志
、
西
田
譲
、
西
野

弘
一
、
西
村
眞
悟
、
平
沼
赳

夫
、
藤
井
孝
男
、
丸
山
穂
高
、

三
木
圭
恵
、
三
宅
博
、
村
岡

敏
英
、
山
田
宏
、
山
之
内
毅 

【
み
ん
な
の
党
】
青
柳
陽
一

郎
、
柿
澤
未
途

【
無
所
属
】
阿
部
寿
一

【
生
活
の
党
】
鈴
木
克
昌

▼
参
議
院　

29
人

【
自
民
党
】
磯
﨑
仁
彦
、
岩
城

光
英
、
衛
藤
晟
一
、
尾
辻
秀

久
、
加
治
屋
義
人
、
鴻
池
祥

肇
、
小
坂
憲
次
、
佐
藤
正
久
、

島
尻
安
伊
子
、
谷
川
秀
善
、

塚
田
一
郎
、
中
川
雅
治
、
中

西
祐
介
、
野
村
哲
郎
、
橋
本

聖
子
、
藤
川
政
人
、
松
村
祥

史
、
水
落
敏
栄
、
三
原
じ
ゅ

ん
こ
、
山
谷
え
り
子
、
山
本

順
三
、
吉
田
博
美
、
若
林
健

太【民
主
党
】
金
子
洋
一
、
小
見

山
幸
治
、
前
田
武
志

【
日
本
維
新
の
会
】中
山
恭
子

【
み
ん
な
の
党
】
江
口
克
彦

【
無
所
属
】
森
田
高

議
員
代
理
参
拝

▼
衆
議
院　

47
人

【
自
民
党
】
赤
澤
亮
正
、
阿
部

俊
子
、
甘
利
明
、
石
破
茂
、

伊
藤
忠
彦
、
今
村
雅
弘
、
江

渡
聡
徳
、
小
里
泰
弘
、
小
渕

優
子
、
神
山
佐
市
、
亀
岡
偉

民
、
菅
家
一
郎
、
城
内
実
、

岸
信
夫
、
木
村
太
郎
、
熊
田

裕
通
、
小
池
百
合
子
、
國
場

幸
之
助
、
今
野
智
博
、
斎
藤

洋
明
、
塩
崎
恭
久
、
鈴
木
俊

一
、
田
中
和
徳
、
棚
橋
泰
文
、

谷
川
弥
一
、
田
村
憲
久
、
中

谷
元
、
西
村
明
宏
、
西
村
康

稔
、
額
賀
福
志
郎
、
野
田
聖

子
、
馳
浩
、
葉
梨
康
弘
、 

林

幹
雄
、
林
田
彪
、
福
井
照
、

ふ
く
だ
峰
之
、
古
川
禎
久
、

保
利
耕
輔
、
町
村
信
孝
、
松

本
純
、
三
ツ
矢
憲
生
、
三
原

朝
彦
、
山
本
拓

【
日
本
維
新
の
会
】重
徳
和
彦 

【
無
所
属
】
伊
吹
文
明

【
み
ん
な
の
党
】
中
島
克
仁

▼
参
議
院　

18
人

【
自
民
党
】
青
木
一
彦
、
有
村

治
子
、
石
井
準
一
、
石
井
浩

郎
、
大
家
敏
志
、
金
子
原
二

郎
、
佐
藤
信
秋
、
中
曽
根
弘

文
、
長
谷
川
大
紋
、
林
芳
正
、

松
村
龍
二
、
松
山
政
司
、
山

本
一
太

【
新
党
改
革
】
荒
井
広
幸 

【
日
本
維
新
の
会
】片
山
虎
之

助【無
所
属
】
大
江
康
弘
、
自
見

庄
三
郎
、
山
崎
正
昭

厚
生
労
働
省
主
催

遺
骨
帰
還
事
業
参
加
者
を
募
集

　

日
本
遺
族
会
で
は
毎
年
、

厚
生
労
働
省
が
主
催
す
る
遺

骨
帰
還
事
業
へ
の
参
加
者
派

遣
協
力
を
行
っ
て
お
り
、
平

成
二
十
五
年
度
事
業
実
施
概

要
の
発
表
を
受
け
て
本
年
度

も
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
実
施
概
要　

下
表
の
と
お

り
。

▼
参
加
資
格　

①
戦
没
者
の

遺
児
又
は
孫
等
で
健
康
状
態

が
良
好
な
方
。
②
遺
族
会
の

会
員
登
録
を
し
て
い
る
七
十

五
歳
未
満
の
方
。

▼
お
申
し
込
み　

各
地
域
派

遣
出
発
日
の
一
カ
月
半
前
ま

で
に
岡
山
県
遺
族
連
盟
へ
。

※
日
程
は
現
地
事
情
等
に
よ

り
変
更
、
延
期
、
中
止
、
追

加
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

地　域 実施期間等 定　員
沿海地方① ７／17〜８／１ ３名
ハバロフスク地方 ７／22〜８／７ ３名
イルクーツク州 ７／22〜８／７ ３名
沿海地方② ８／21〜９／５ ３名
モンゴル（ノモンハン） ８／21〜９／５ ２名
トラック諸島 10／14〜10／29 ２名
東部ニューギニア １／15〜１／30 ３名
ビスマーク・
　　　　ソロモン諸島 ３／３〜３／14 ３名

硫黄島（通常派遣） 年間12回 ５名程度
　〃　（特別派遣） 年間４回 ５名程度
　〃　（開削調査・立会） 年間７回 ２名程度



父に追悼の言葉を捧げる谷本さん 
（２月20日：ラバウル）

（三）
平成25年
5月15日 （昭和二十五年八月十日

第三種郵便物認可） い さ お 新 聞 毎月十五日発行� （ １ １ 7 7 ）

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
毎

年
、
県
補
助
事
業
に
よ
り
故

郷
遠
い
外
地
で
戦
没
さ
れ
た

日
本
軍
将
兵
の
苦
難
の
戦
い

を
偲
び
御
霊
を
お
慰
め
す
る

た
め
、
旧
戦
域
の
慰
霊
巡
拝

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
多
く

の
本
県
出
身
将
兵
が
戦
没
さ

れ
た
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地

域
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
を
七

日
間
の
日
程
で
訪
問
し
、
現

地
で
墓
参
・
慰
霊
祭
を
執
り

行
い
ま
す
。

　

祖
国
帰
還
叶
わ
ず
倒
れ
ら

笠
岡
市
山
口

谷　

本　

正　

義　

　

お
父
さ
ん
が
命
を
落
と
し

て
六
十
九
年
が
経
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
や
っ
と
ラ
バ
ウ

ル
の
地
に
来
て
、
線
香
を
手

向
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
人
と
人
の
殺
し
合
い
の

最
前
線
で
、
さ
ぞ
か
し
辛
い

目
に
遭
わ
れ
、
無
念
の
気
持

ち
で
一
杯
だ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

東
京
の
家
に
お
父
さ
ん
の

戦
死
公
報
が
入
っ
た
時
、
私

は
お
母
さ
ん
の
膝
の
上
で
海

苔
巻
を
食
べ
て
お
り
ま
し

た
。四
歳
だ
っ
た
私
の
顔
に
、

お
母
さ
ん
の
涙
が
ポ
タ
ポ
タ

落
ち
て
き
た
こ
と
を
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
、
お
母
さ
ん

は
兄
、
姉
、
私
を
連
れ
て
お

父
さ
ん
の
故
郷
・
岡
山
に
帰

っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
健
在

だ
っ
た
お
祖
父
さ
ん
、
お
祖

母
さ
ん
は
、
し
ば
ら
く
し
て

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
二
年
、
農
地
改

革
が
施
行
さ
れ
、
我
が
家
の

田
地
で
あ
っ
た
小
作
地
は
、

た
だ
同
然
に
没
収
さ
れ
、
そ

の
日
の
食
べ
物
に
も
事
欠
く

日
々
が
続
き
ま
し
た
。
私
が

小
学
校
五
年
の
時
、
と
う
と

う
お
母
さ
ん
ま
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
我
々
兄
弟
は
別

れ
別
れ
に
暮
ら
す
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
三
人
、
歯
を
食
い
し
ば

っ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
残
念
な
こ
と
に
兄
は
昨

年
、
辛
か
っ
た
日
々
の
こ
と

を
語
り
合
う
こ
と
も
な
く
亡

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
二
人
の
子
供
に
恵
ま

れ
、五
人
の
孫
も
お
り
ま
す
。

息
子
一
家
は
す
ぐ
傍
に
家
族

五
人
で
住
ん
で
お
り
、
孫
た

ち
も
色
々
な
こ
と
を
話
し
て

く
れ
ま
す
。
横
浜
に
住
む
孫

は
、
現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
高

校
で
学
ん
で
お
り
ま
す
が
、

れ
た
ご
英
霊
を
お
慰
め
し
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
関
係

ご
遺
族
は
勿
論
の
こ
と
、
多

く
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

帰
国
の
た
び
に
靖
國
神
社
に

お
参
り
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
先
日
も
、「
パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
の
写
真
を
沢
山
見

せ
て
」
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
、
私
は
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。ど
う
か
、

安
心
し
て
下
さ
い
。

　

幸
せ
な
日
々
に
思
う
こ
と

は
、
今
後
絶
対
あ
の
よ
う
な

争
い
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
地
域
慰
霊
友
好

親
善
訪
問
団
に
参
加
し
て

美
作
市
川
北

冨
士
川　

光　

子　

 

　

昨
年
の
十
一
月
十
五
日
か

ら
二
十
一
日
の
間
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
地
域
慰
霊
友
好
親
善
訪

問
団
に
兄
と
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
父
の
墓
参
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。昨
年
の
夏
、

八
月
頃
に
兄
か
ら
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
墓
参
が
あ
る
と
電
話
が

あ
り
、
主
人
の
勧
め
も
あ
っ

て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

父
は
サ
グ
ナ
イ
方
面
カ
タ

ン
ド
ド
ウ
フ
ネ
ス
島
の
ビ
ラ

ク
と
云
う
場
所
で
、
私
が
生

ま
れ
て
四
カ
月
後
に
戦
死
し

て
お
り
、
私
は
写
真
で
し
か

父
の
顔
を
知
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
何
時
も
父
の
こ
と
が

心
か
ら
離
れ
ず
、
一
度
は
父

の
亡
く
な
っ
た
場
所
へ
行
っ

て
父
に
会
い
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　

現
地
の
慰
霊
祭
で
は
、
祭

壇
に
母
の
写
真
や
父
が
好
き

だ
っ
た
お
酒
を
お
供
え
し
、

一
緒
に
参
加
さ
れ
た
方
々
か

ら
も
お
経
を
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
追
悼
文
を
読
み

上
げ
て
い
る
最
中
は
涙
が
溢

れ
て
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
い
つ
も
明
る
い
性
格
の

兄
も
胸
に
込
み
上
げ
て
く
る

も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
地
域

　
慰
霊
友
好
親
善
訪
問
団

「
お
父
さ
ん
へ
」

岡山県遺族連盟外国地域慰霊巡拝事業
西部ニューギニア慰霊巡拝のご案内
目次 月日 地　　名 時間（現地）交通機関 行　　程

１ 8/23
㈮

岡山駅西口発
関 西 空 港 着
関 西 空 港 発
デンパサール着
デンパサール発
ウジュンパンダン着

５：00
８：35
11：00
16：50
19：45
21：05

定期バス

GA 883

GA 675

リムジンバスで関西空港へ
着後、出国手続き
ガルーダ航空でバリ島デンパサールへ
着後、インドネシア入国手続き
国内線でウジュンパンダンへ
� ･･･機中泊

２ 8/24
㈯

ウジュンパンダン発
ビ ア ク 着

１：15
５：10
終　日

GA 650
専用車

国内線でビアク島へ
着後、ホテルで休憩
【ビアク島周辺慰霊巡拝】
第二次世界大戦
慰霊碑で追悼式� ･･･ビアク泊

３ 8/25
㈰

ビ ア ク 発
ジャヤプラ着
ジャヤプラ発
マノクワリ着

５：55
７：05
９：30
10：55
午　後

GA 650

SJ 585
専用車

国内線でジャヤプラへ

国内線でマノクワリへ
着後、ホテルで休憩
【マノクワリ周辺慰霊巡拝】
� ･･･マノクワリ泊

４ 8/26
㈪ マ ノ ク ワ リ 終　日 専用車【マノクワリ周辺慰霊巡拝】� ･･･マノクワリ泊

５ 8/27
㈫

マノクワリ発
ウジュンパンダン着
ウジュンパンダン発
デンパサール着

10：05
12：55
16：30
17：50

SJ 585
専用車
SJ 585
専用車

国内線でウジュンパンダンへ
着後、日本軍将兵戦没者慰霊碑へ
国内線でバリ島デンパサールへ
着後、ホテルへ
� ･･･デンパサール泊

６ 8/28
㈬ バ リ 島 終　日 専用車 バリ島内視察

夕刻、空港へ

７ 8/29
㈭

デンパサール発
関 西 空 港 着
関 西 空 港 発
岡山駅西口着

０：35
８：30
11：35
15：10

GA 882

定期バス

バリ島よりガルーダ航空で関西空港へ
着後、入国手続き
リムジンバスで岡山へ
着後、解散

　◎参 加 経 費　　298,000円也（遺族会々員／二人一室の経費）
　　　 　 　 　　　注１）その他の方は30,000円の追加経費でお受けします。
　　　　 　 　 　　注２）�燃油費及び空港使用税が別途必要。旅行傷害保険加入は任意

です。
　◎募 集 人 員　　20名（但し、定員になり次第締切ります）
　◎お申し込み　　６月21日㈮までに下記へお申し込み下さい。
　　　　　　　　　〒703-8272　岡山市中区奥市３-22「岡山県遺族連盟」
　　　　　　　　　　　　　　　電話086-271-7175
　　　　　　　　　※上記の日程は交通機関等の都合により変更になる場合があります。



香川県から参加された兄・藤原さんと共に慰霊祭を
終えた冨士川さん（前列）

（四）
平成25年
5月15日（昭和二十五年八月十日

第三種郵便物認可）い さ お 新 聞（ １ １ 7 7 ）� 毎月十五日発行

遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
五
年
五
月
行
事
表

５
日　

県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

倉
敷
市
児
島
戦
没
者
慰
霊
祭
（
中
山
忠
魂
碑
前
）

６
日　

県
護
國
神
社
春
季
例
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

津
山
市
二
宮
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
高
野
神
社
境
内
）

８
日　

倉
敷
市
遺
族
連
合
協
議
会
総
会
（
倉
敷
市
役
所
）

11
日　

�

岡
山
市
西
大
寺
遺
族
連
合
会
女
性
部
総
会
／
お
母
様
に
感
謝
す
る
会

（
玉
野
市
内
）

13
日　

倉
敷
市
倉
敷
遺
族
連
合
会
総
会
（
倉
敷
市
役
所
）

14
日　

高
梁
市
高
梁
地
区
戦
没
者
追
悼
式
（
高
梁
市
総
合
福
祉
Ｃ
）

15
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
役
員
会
（
牛
窓
町
公
民
館
）

　
　
　

都
窪
郡
早
島
町
遺
族
会
総
会
（
早
島
町
中
央
公
民
館
）

16
日　

日
遺
女
性
部
幹
事
会
（
旧
九
段
会
館
）

17
日　

総
社
市
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
総
社
市
総
合
福
祉
Ｃ
）

　
　
　

備
前
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
備
前
市
役
所
）

　
　
　

和
気
郡
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
和
気
交
通
公
園
研
修
室
）

19
日　

倉
敷
市
児
島
遺
族
連
合
会
総
会
（
児
島
市
民
交
流
Ｃ
）

20
日　

美
作
地
区
戦
没
者
招
魂
祭
（
津
山
雇
用
労
働
Ｃ
）

21
日　

井
原
市
戦
没
者
追
悼
式
（
井
原
市
民
会
館
）

28
日　

日
遺
第
一
回
評
議
員
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

遺
家
族
議
員
協
議
会
懇
親
会
（
東
京･

Ｈ
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
）

29
日　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

笠
岡
市
遺
族
連
合
会
定
期
総
会
（
笠
岡
市
老
人
福
祉
Ｃ
）

31
日　

真
庭
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
久
世
公
民
館
）

平
成
二
十
五
年
六
月
行
事
表

１
日　

玉
野
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
玉
野
総
合
福
祉
Ｃ
）

３
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
評
議
員
会
（
鴨
方
町
内
）

　
　
　

新
見
市
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
新
見
市
総
合
福
祉
Ｃ
）

４
日　

小
田
郡
矢
掛
町
戦
没
者
追
悼
式
（
農
村
環
境
改
善
Ｃ
）

５
日　

高
梁
市
川
上
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

10
日　

県
連
盟
正
副
理
事
長
・
常
任
理
事
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

12
日　

新
見
市
美
穀
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

久
米
郡
美
咲
町
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
中
央
ふ
れ
あ
い
Ｃ
）

14
日　

県
連
盟
女
性
部
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

　
　
　

県
連
盟
第
一
回
理
事
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

18
日　

久
米
郡
久
米
南
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

23
日　

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
（
沖
縄
県
）

28
日　

県
連
盟
第
一
回
評
議
員
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

29
日　

岡
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
岡
山
市
民
会
館
）

　
　
　

県
連
盟
第
二
回
理
事
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

平
成
二
十
五
年
七
月
行
事
表

４
日　

参
議
院
議
員
選
挙
公
示
（
予
定
）

７
日　

津
山
市
久
米
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

16
日　

県
戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
東
京
都
内
）
一
泊

21
日　

参
議
院
議
員
選
挙
投
票
（
予
定
）

祭儀後、参列者に挨拶する各界代表
（５月５日）

海外慰霊巡拝の写真展
（ミャンマー方面）

　

ま
た
、
日
本
政
府
建
立
の

慰
霊
碑
で
の
盛
大
な
合
同
慰

霊
祭
、
そ
し
て
現
地
の
小
学

校
や
病
院
の
訪
問
な
ど
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

誠
に
感
謝
に
尽
き
ま
せ
ん
。

　

父
の
慰
霊
祭
を
行
っ
た
浜

辺
の
砂
を
持
っ
て
帰
り
、
母

の
お
墓
に
納
め
ま
し
た
。
何

か
心
の
中
が
軽
く
な
っ
た
よ

う
で
す
。こ
の
年
に
な
っ
て
、

父
の
亡
く
な
っ
た
場
所
で
兄

と
二
人
一
緒
に
父
の
供
養
が

で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

行
動
を
共
に
し
た
遺
児
の

皆
様
方
、
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
た
関
係
者
の
方
々
に
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

春
季
岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
行
事

英
霊
に
感
謝
し
平
和
希
求
を
誓
う

　

五
月
五
日
、六
日
の
両
日
、

恒
例
の
春
季
戦
没
者
慰
霊
行

事
が
新
緑
鮮
や
か
な
護
國
神

社
で
執
り
行
わ
れ
、
県
下
各

地
か
ら
約
二
千
五
百
人
が
参

列
し
た
。
護
國
神
社
に
は
明

治
か
ら
先
の
大
戦
に
わ
た
り

尊
い
命
を
国
に
捧
げ
ら
れ
た

郷
土
出
身
戦
没
者
五
万
六
千

七
百
十
八
柱
の
御
霊
が
お
祀

り
さ
れ
て
い
る
。

　

五
日
は
岡
山
県
戦
没
者
顕

彰
会
（
会
長
・
内
山
登
県
議

会
議
長
）
主
催
に
よ
り
県
戦

没
者
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ

れ
、
木
幡
浩
岡
山
県
副
知
事

を
は
じ
め
国
会
議
員
、
県
議

会
議
員
ら
各
界
代
表
が
神
前

に
玉
串
を
捧
げ
、
国
難
に
殉

じ
た
郷
土
出
身
戦
没
者
の
御

霊
を
お
慰
め
し
、
平
和
希
求

を
お
誓
い
し
た
。

　

ま
た
、
翌
六
日
に
は
県
護

國
神
社
春
季
例
大
祭
が
執
り

行
わ
れ
、
終
日
、
大
勢
の
参

拝
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

参
拝
者
受
付
・
交
通
整

理
・
湯
茶
接
待
等
、
早
朝
か

ら
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
者
の
皆
様
方
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご

列
席
を
賜
り
ま
し
た
各
界
代

表
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

ご
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

両
日
の
慰
霊
行
事
に
参
列

を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
界
代

表
の
方
々
は
次
の
と
お
り
。

　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
岡
山
県
副
知
事

　

木
幡　
　

浩

▼
岡
山
県
議
会
議
長

　

内
山　
　

登

▼
国
会
議
員

　

逢
沢　

一
郎

　

平
沼　

赳
夫
（
代
理
）

　

加
藤　

勝
信
（
代
理
）

　

阿
部　

俊
子

　

橋
本　
　

岳

　

山
下　

貴
司

　

池
田　

道
孝
（
代
理
）

　

津
村　

啓
介

　

柚
木　

道
義

　

片
山
虎
之
助

▼
岡
山
県
議
会
議
員

　

戸
室　

敦
雄

　

千
田　

博
通

　

古
山　

泰
生

　

河
本　
　

勉

　

岡
崎　
　

豊

　

渡
辺　

英
気

　

岸
本　

清
美

　

伊
藤　

文
夫

　

波
多　

洋
治

　

神
宝　

謙
一

　

蜂
谷　

弘
美

　

遠
藤　

康
洋

　

浅
野　
　

實

　

小
林　

健
伸

　

太
田　

正
孝

　

中
塚　

周
一

　

小
林　

義
明

　

佐
藤　

真
治

　

江
本　

公
一

　

渡
辺　

吉
幸 

▼�

自
民
党
岡
山
県
参
議
院
選

挙
区
第
一
支
部
長 

　

�

石
井　

正
弘
（
前
岡
山
県

知
事
）

▼
岡
山
県
町
村
会
会
長 

　

河
島　

建
一（
久
米
南
町
）

▼
市
町
村
長 

　

吉
村　

武
司
（
備
前
市
）

▼
市
町
村
議
会
議
長 

　

森
岡　

聰
子
（
笠
岡
市
）

▼
市
町
村
議
会
議
員 

　

松
島　

重
綱
（
岡
山
市
）

　

和
気　
　

健
（　

〃　

）

▼
岡
山
県
神
社
庁
副
庁
長 

　

藤
山
知
之
進 

▼
岡
山
県
偕
行
会
会
長 

　

岡
本　
　

巌


